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日
頃
か
ら
、
池
田
光
利
会

長
を
は
じ
め
、
同
窓
会
並
び

に
同
窓
生
の
皆
様
に
は
物
心

両
面
か
ら
本
校
教
育
を
支
え

て
い
た
だ
き
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
度
に
諫
早

高
校
附
属
中
学
校
が
設
置
さ

れ
て
か
ら
七
年
。
附
属
中
学

校
一
回
生
（
高
校
六
十
九
回

生
）
が
二
十
九
年
三
月
卒
業

し
ま
し
た
。一
回
生
と
し
て
、

様
々
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
六

十
九
回
生
も
新
し
い
歴
史
を

築
い
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
続
く
よ
う
に
七
十
回
生
も

先
輩
た
ち
の
頑
張
り
に
負
け

ま
い
と
一
丸
と
な
っ
て
自
分

自
身
の
進
路
目
標
達
成
を
果

た
そ
う
と
努
力
し
て
い
ま

す
。

　

二
十
九
年
度
か
ら
、
本
校

は
、
長
年
実
施
し
て
い
た
早

朝
補
習
を
廃
止
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
四
十
五
分
七
時

限
の
日
課
を
五
十
分
七
時
限

に
変
更
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

少
子
高
齢
化
、高
度
情
報
化
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
等
、
社
会
構

造
が
急
速
に
変
化
す
る
現
代

に
お
い
て
、
自
ら
課
題
を
見

つ
け
他
と
協
働
し
て
問
題
解

決
を
図
っ
て
い
く
力
が
今
大

い
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
本

校
の
校
訓
「
自
立
創
造
」
の

と
お
り
、
自
分
自
身
の
力
で

人
生
を
拓
き
、
新
し
い
価
値

観
を
創
造
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
誰
か
に
指

示
さ
れ
、
設
定
さ
れ
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
行
動
し
て

い
る
だ
け
で
は
、
世
の
中
の

急
激
な
変
化
に
到
底
対
応
で

き
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

生
徒
達
に
は
、
わ
ず
か
な
時

間
で
あ
っ
て
も
主
体
的
な
活

動
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
本
校
へ
の
入

学
生
は
、
附
属
中
学
校
を
含

め
、諫
早
市
に
限
定
さ
れ
ず
、

周
辺
の
大
村
市
、
雲
仙
市
か

ら
も
多
く
い
る
の
が
現
状
で

す
。
遠
距
離
通
学
生
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
少
し

で
も
朝
の
時
間
帯
に
余
裕
が

で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
に
感
謝

　

本
年
度
は
、
六
月
の
東
京

不
知
火
会
を
皮
切
り
に
、
諫

早
市
で
の
同
窓
会
総
会
、
福

岡
圏
支
部
総
会
、
中
京
支
部

総
会
、
関
西
支
部
総
会
、
そ

し
て
、
長
崎
市
支
部
総
会
と

全
国
各
地
の
同
窓
会
に
出
席

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
総
会
に
お
き
ま
し

て
も
、
同
窓
生
の
皆
様
の
、

母
校
に
対
す
る
熱
い
思
い
に

触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
大

変
感
激
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
当
地
で
の
同
窓
会
総
会

で
は
現
役
の
ギ
タ
ー
・
マ
ン

ド
リ
ン
部
及
び
コ
ー
ラ
ス
部

が
演
奏
し
、
皆
様
か
ら
万
雷

の
拍
手
を
い
た
だ
き
、
現
役

生
の
様
子
を
見
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
関
西
支
部
総
会
に

は
、
三
月
に
卒
業
し
た
初
々

し
い
女
子
学
生
二
名
が
出
席

し
、
先
輩
方
が
大
変
喜
ん
で

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
今
後
、

よ
り
若
い
世
代
の
参
加
者
が

増
え
る
よ
う
、
各
地
区
で
工

夫
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
本
年
も
、
十
二
月
の

全
国
駅
伝
競
走
大
会
（
京
都

市
）
へ
の
出
場
に
つ
き
ま
し

て
は
、
多
く
の
募
金
を
寄
せ

て
い
た
だ
く
ば
か
り
か
、
当

日
に
は
、
各
地
か
ら
競
技
場

ま
で
応
援
に
駆
け
つ
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
声
援
の
お
陰
で
、
八

位
入
賞
に
は
一
歩
及
ば
な

か
っ
た
も
の
の
、
昨
年
度
の

十
八
位
よ
り
順
位
を
上
げ
、

第
十
位
と
健
闘
い
た
し
ま
し

た
。
松
元
監
督
の
引
退
後
、

藤
永
新
監
督
の
初
陣
と
な
る

試
合
で
し
た
が
、
立
派
に
思

い
を
繋
い
だ
試
合
で
あ
っ
た

と
生
徒
た
ち
を
誇
ら
し
く
思

い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
花
を
咲
か
せ
る

た
め
に

　

二
十
九
年
度
の
本
校
の
努

力
目
標
は
「
一
歩
前
へ
・
・
」

～
失
敗
を
恐
れ
ず
失
敗
か
ら

学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
逞
し
い

生
徒
を
育
成
す
る
～
で
す
。

二
年
前
に
始
ま
っ
た
グ
ロ
ー

バ
ル
講
演
会
は
、
有
志
が
講

演
会
実
行
委
員
会
を
結
成

し
、生
徒
自
ら
講
師
の
選
定
、

依
頼
、
当
日
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
ま
で
行
う
な
ど
、
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、

自
分
た
ち
の
力
を
懸
命
に
磨

い
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は

「
入
れ
る
大
学
」
で
は
な
く
、

第
一
志
望
を
貫
く
気
概
を

持
っ
て
、
将
来
を
見
据
え
な

が
ら
学
習
に
部
活
動
に
励
ん

で
お
り
ま
す
。
同
窓
会
の
皆

様
に
は
、
今
後
と
も
諫
早
高

校
及
び
附
属
中
学
校
の
生
徒

達
の
成
長
の
た
め
に
、
側
面

か
ら
ご
支
援
ご
鞭
撻
を
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

諫
早
高
校
同
窓
会
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
を
祈
念
し
、

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
に
は
、

益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

同
窓
会
活
動
に
深
く
ご
理
解

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

駅
伝
女
子
の
健
闘

　

諫
高
陸
上
部
駅
伝
女
子

は
、
昨
年
十
一
月
二
日
の
長

崎
県
高
校
駅
伝
大
会
で
優
勝

し
、
年
末
の
京
都
で
の
全
国

高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会
へ

二
十
三
年
連
続
、
二
十
四
回

目
の
出
場
を
果
た
し
伝
統
を

引
き
継
い
で
く
れ
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
で
は
、
一
区
六

位
、
二
区
か
ら
四
区
ま
で
の

各
区
間
を
八
位
で
繋
ぎ
、
最

終
の
五
区
は
競
技
場
内
で
の

三
校
に
よ
る
抜
き
つ
抜
か
れ

つ
の
十
位
争
い
に
競
り
勝

ち
、
三
校
同
タ
イ
ム
で
着
差

の
十
位
と
い
う
成
績
で
し

た
。
選
手
達
が
目
標
と
し
た

八
年
ぶ
り
の
八
位
以
内
の
入

賞
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
私
は
入
賞
に
値
す
る
感

動
を
覚
え
ま
し
た
。

　

松
元
利
弘
前
監
督
か
ら
監

督
の
タ
ス
キ
を
引
き
継
い
だ

藤
永
佳
子
先
生
の
監
督
一
年

目
。目
標
に
向
か
っ
て
監
督
、

選
手
、
サ
ポ
ー
ト
等
部
員

十
一
名
一
丸
と
な
っ
て
の
、

た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
成
果
だ
と

思
い
ま
す
。

　

西
京
極
陸
上
競
技
場
で

は
、
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
多

く
の
関
西
支
部
の
皆
様
や
東

京
か
ら
も
同
窓
生
が
結
集

し
、
諫
高
応
援
団
の
大
応
援

旗
の
も
と
、
女
子
応
援
団
長

の
リ
ー
ド
で
、
大
声
援
を
送

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同

窓
会
の
皆
様
に
は
、
毎
年
の

募
金
活
動
を
は
じ
め
厚
い
ご

支
援
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

数
名
の
同
窓
生
か
ら
諫
高

男
子
の
長
崎
県
大
会
の
成
績

が
地
元
新
聞
に
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
尋
ね
ら
れ
ま

し
た
が
、
部
員
不
足
（
長
距

離
の
男
子
部
員
２
名
）
の
た

め
不
参
加
で
し
た
。
県
大
会

へ
の
再
出
場
の
日
を
、
期
待

し
て
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
名
簿
の
発
行

　

諫
高
同
窓
会
で
は
、
会
則

第
十
五
条
で
会
員
名
簿
の
発

行
が
謳
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ま
で
五
年
に
一
度
名
簿
の
作

製
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

前
回
は
平
成
二
十
六
年
九

月
の
発
行
で
、
今
回
は
来
年

の
九
月
頃
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
平
成
二
十
七
年
三
月
卒

か
ら
平
成
三
十
一
年
三
月
卒

ま
で
の
五
年
間
の
、
全
日
制

（
六
十
七
回
卒
～
七
十
一
回

卒
）
と
定
時
制
（
六
十
三
回

卒
～
六
十
七
回
卒
）
の
会
員

が
新
た
に
収
録
さ
れ
ま
す
。

　

会
員
名
簿
発
行
の
た
め

に
、
今
年
九
月
頃
か
ら
同
窓

生
の
消
息
等
の
確
認
作
業
に

入
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

諫
高
同
窓
会
が
会
員
名
簿
の

製
作
を
委
託
し
て
い
る
㈱
サ

ラ
ト
（
兵
庫
県
姫
路
市
）
か

ら
、
全
会
員
に
対
し
往
復
は

が
き
が
発
送
さ
れ
ま
す
。

　

各
年
代
同
期
の
同
窓
会
、

各
支
部
や
諫
早
で
の
年
代
を

超
え
た
同
窓
会
の
開
催
な
ど

縦
横
の
世
代
間
の
交
流
を
実

施
し
、
諫
高
同
窓
会
の
伝
統

を
繋
い
で
い
く
た
め
に
は
、

よ
り
正
確
な
会
員
名
簿
が
不

可
欠
で
す
。
会
員
の
消
息
等

の
確
認
に
対
し
て
、
各
卒
業

回
の
幹
事（
理
事
・
評
議
員
）、

各
支
部
の
役
員
の
皆
様
を
は

じ
め
、
会
員
の
皆
様
の
ご
理

解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

御
書
院
池
の
清
掃

　

倉
屋
敷
川
か
ら
御
書
院
の

池
へ
の
入
水
用
コ
ン
ク
リ
ー

ト
管
内
の
掃
除
に
よ
り
、
入

水
が
確
保
さ
れ
て
二
年
が
経

過
し
ま
し
た
。

　

以
前
よ
り
池
の
透
明
性

は
、
池
底
を
見
透
か
せ
る
冬

期
を
除
き
ま
だ
ま
だ
の
状
態

で
す
。

　

同
窓
会
と
し
て
対
応
を
検

討
し
た
結
果
、
事
業
者
に
依

頼
し
、
本
年
中
に
池
の
堆
積

土
の
除
去
を
実
施
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。
成
果
が
も
た

ら
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

　

今
後
と
も
同
窓
会
活
動
を

通
し
て
、
会
員
相
互
の
親
睦

と
と
も
に
母
校
の
発
展
の
た

め
、
会
員
の
皆
様
の
お
力
添

え
を
お
願
い
し
ま
す
。
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同
窓
会
の
皆
様
へ
の
感
謝
を
添
え
て

校
　
長
　
荒
木
典
子

 

伝
統
を
繋
ぐ

同
窓
会
々
長

池
田
光
利

（
高
校
二
十
回
・
昭
和
四
十
三
年
卒
）
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第
六
十
三
回
東
京
不
知
火
会
・
諫
早
高
校
同

窓
会
関
東
支
部
総
会
・
懇
親
会
は
、
六
月
十
七

日
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
諫
早
か
ら
は

同
窓
会
池
田
会
長
や
荒
木
校
長
、
事
務
局
、
諫

早
市
職
員
に
そ
し
て
、
東
京
諫
早
会
今
泉
会
長

に
も
ご
出
席
賜
り
総
勢
八
十
九
名
の
会
と
な
り

ま
し
た
。
八
十
歳
を
超
え
い
ま
だ
お
元
気
な
先

輩
方
も
三
十
代
か
ら
七
十
代
の
世
代
も
幅
広
く

集
ま
り
、
出
身
地
や
当
時
の
ク
ラ
ブ
活
動
に
も

花
が
咲
き
、
終
始
に
こ
や
か
な
笑
顔
の
絶
え
な

い
ひ
と
時
で
し
た
。
郷
土
の
お
酒
き
の
か
わ
や

黒
お
こ
し
、
そ
し
て
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ
ー
し
た
デ
ュ

オ
の
歌
声
披
露
あ
り
と
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し

た
。
次
回
、
ま
た
来
年
の
六
月
に
開
催
を
予
定

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
多
数
の
方
に
参
加
い
た

だ
き
懇
親
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

関
東
支
部
事
務
局　

香
田　

誠
朗

　

平
成
二
十
九
年
度
の
関
西
支
部
総
会
・
講
演

会
・
懇
親
会
を
、
平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
九

日
㈰
に
尼
崎
市
の
「
ホ
テ
ル
「
ホ
ッ
プ
イ
ン
」

ア
ミ
ン
グ
」
で
開
催
し
ま
し
た
。
出
席
者
に
は

総
勢
六
十
六
名
、
本
部
か
ら
中
村
副
会
長
、
荒

木
校
長
、
上
迫
副
事
務
局
長
に
ご
出
席
頂
き
ま

し
た
。
会
員
で
は
広
島
か
ら
二
名
、
東
京
か
ら

一
名
、
福
岡
か
ら
一
名
、
学
制
別
で
は
旧
中
の

一
名
、
新
し
い
会
員
で
は
、
本
年
卒
の
若
い
二

名
が
出
席
頂
き
ま
し
た
。
尚
、
今
年
は
三
年
ぶ

り
に
、
講
演
会
を
開
催
し
、
講
師
は
故
市
川
森

一
氏
（
学
十
二
）
の
令
夫
人
の
柴
田
美
保
子
様

に
「
夫
・
市
川
森
一
が
遺
し
た
も
の
」
と
の
演

題
で
、
彼
の
人
と
な
り
、
作
品
、
故
郷
の
長
崎
・

諫
早
に
対
す
る
思
い
入
れ
な
ど
、
初
め
て
公
表

さ
れ
る
話
を
含
め
、
ス
ク
リ
ー
ン
上
に
映
像
も

映
し
だ
さ
れ
、
現
在
も
語
り
部
と
し
て
ご
活
躍

の
講
演
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

懇
親
会
で
は
、
歓
談
し
な
が
ら
「
お
楽
し
み

プ
レ
ゼ
ン
ト
」、
更
に
恒
例
の
「
皿
踊
り
」、
締

め
く
く
り
は
、
旧
高
女
、
旧
中
学
、
諫
高
の
校

歌
を
高
ら
か
に
斉
唱
し
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

尚
、
役
員
改
選
に
伴
い
、
真
崎
宏
（
学

十
七
）
新
支
部
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

�

関
西
支
部
長　

上
原　
　

充

　

中
京
支
部
総
会
・
懇
親
会
を
十
一
月
十
一
日
、

名
古
屋
市
の
名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
荒
木
校
長
先
生
な
ら
び
に
池
田
同

窓
会
本
部
会
長
に
ご
臨
席
を
賜
り
、
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
多
聞
に
も
れ

ず
当
中
京
支
部
も
高
齢
化
が
進
み
、
参
加
者
を

勧
誘
す
る
の
に
苦
労
し
て
お
り
ま
す
。
さ
り
と

て
若
い
会
員
の
方
々
は
、
子
育
て
等
で
都
合
が

つ
き
に
く
い
な
ど
事
情
が
あ
り
ま
す
の
で
仕
方

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

参
加
者
は
二
十
三
名
と
少
な
か
っ
た
で
す

が
、
初
参
加
者
も
あ
り
旧
友
と
の
昔
話
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
少
な
い
こ
と
で
一
人

ひ
と
り
が
近
況
報
告
や
ら
健
康
づ
く
り
の
体
験

談
、
高
校
時
代
の
失
敗
談
な
ど
時
間
を
と
っ
て

ス
ピ
ー
チ
し
て
頂
き
、な
る
ほ
ど
と
頷
い
た
り
、

笑
い
の
渦
あ
り
で
大
変
和
や
か
な
ひ
と
時
を
過

ご
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
会
お
う
ね
と
再
会

を
約
束
し
握
手
し
て
別
れ
ま
し
た
。

�

中
京
支
部
長　

宮
㟢　

京
治

　

去
年
の
長
崎
支
部
懇
親
会
を
年
が
明
け
て
、

今
年
一
月
の
「
新
年
会
」
と
し
て
開
催
し
た
の

で
、
今
年
は
二
回
目
？
の
支
部
懇
親
会
を
十
一

月
二
十
九
日
に
開
催
。続
け
て
の
開
催
な
の
で
、

参
加
者
が
少
な
い
の
で
は
と
心
配
し
た
が
今
回

も
、
ほ
ぼ
例
年
通
り
の
約
五
十
名
が
参
加
。
こ

の
と
こ
ろ
毎
回
参
加
し
て
頂
い
て
い
る
、
田
中

前
副
知
事
、
池
松
県
教
育
長
の
ほ
か
、
久
し
ぶ

り
に
橋
村
県
議
も
出
席
し
て
頂
い
た
。

　

池
田
同
窓
会
会
長
、
荒
木
校
長
か
ら
、
同
窓

会
、
母
校
の
近
況
、
各
分
野
で
の
活
躍
、
評
価

を
伺
っ
た
が
、
頼
も
し
く
誇
ら
し
い
限
り
。
今

回
は
、
特
に
長
崎
市
役
所
の
山
路
さ
ん
の
呼
び

か
け
で
、
長
崎
市
役
所
に
勤
務
す
る
若
い
諫
高

出
身
者
が
沢
山
参
加
。
そ
の
中
に
は
、
都
大
路

の
女
子
駅
伝
の
優
勝
メ
ン
バ
ー
や
、
箱
根
駅
伝

で
活
躍
し
た
人
も
い
て
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。
長
崎
支
部
は
、
諫
高
出
身
者
で
、
長
崎
で

仕
事
を
し
て
い
る
人
た
ち
の
「
異
業
種
交
流
の

場
」
で
も
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
も

若
い
人
に
も
参
加
を
呼
び
か
け
、
同
窓
会
が
、

参
加
者
に
と
っ
て
、
様
々
な
意
味
で
、
よ
り
意

義
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
、努
め
て
い
き
た
い
。

�

長
崎
支
部
長　

河
野　

英
雄

　

福
岡
圏
支
部
の
第
二
回
同
窓
会
総
会
が
、
平

成
二
十
九
年
七
月
二
十
二
日
福
岡
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
，
池
田
同
窓
会
長
、
荒
木
校
長
等

の
御
来
賓
を
得
て
、
二
回
生
か
ら
四
十
三
回
生

ま
で
総
勢
百
九
名
で
，
和
や
か
に
懇
親
を
深
め

ま
し
た
。

　

当
日
の
催
し
は
三
十
二
回
生
の
プ
ロ
奏
者
高

橋
和
彦
さ
ん
に
よ
る
マ
ン
ド
リ
ン
の
演
奏
で
、

超
絶
技
巧
曲
「
チ
ャ
ル
ダ
ー
シ
ュ
」
の
演
奏
を

堪
能
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
に
も
総
会
は
好
評
で
、
山
登
り
、
ゴ

ル
フ
等
の
同
好
会
も
発
足
さ
せ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

平
成
三
十
年
総
会
は
七
月
二
十
八
日
㈯
で
す
。

�

福
岡
圏
支
部
長　

前
田　
　

豊

関
東
支
部
総
会

関
西
支
部
総
会

中
京
支
部
総
会

長
崎
支
部
総
会

福
岡
圏
支
部
総
会
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一
月
二
日
、
成
人
の
節
目

に
諫
早
高
校
六
十
八
回
生
の

同
窓
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
来
賓
と
し
て
十
三

名
の
先
生
方
を
お
迎
え
し
、

二
百
二
十
一
名
の
卒
業
生
が

集
ま
り
ま
し
た
。
多
く
の
方

の
ご
列
席
に
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
会
は
幹
事
作

成
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
か
ら

始
ま
り
、
そ
の
中
の
懐
か
し

い
シ
ー
ン
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が

高
校
時
代
を
思
い
出
し
、
時

折
笑
い
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
、
歓
談
の
合
間

に
は
野
球
部
と
サ
ッ
カ
ー
部

に
よ
る
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
が
あ
り
、
途
中
か
ら
先

生
お
二
方
に
も
加
わ
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
の
熱

は
更
に
高
ま
り
、
非
常
に
活

気
の
あ
る
会
と
な
り
ま
し

た
。
卒
業
以
来
の
再
会
で
し

た
が
、
皆
が
相
変
わ
ら
ず
元

気
で
、
忙
し
い
な
が
ら
も
充

実
し
た
日
々
を
送
っ
て
い

る
よ
う
で
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
道
に
進
ん
だ
今
で
も
、

『Green Soul 

～
夢
、
つ
か

み
ど
り
～
』
の
よ
う
に
、
夢

に
向
か
っ
て
努
力
を
続
け
る

六
十
八
回
生
の
姿
に
刺
激
を

受
け
、
よ
り
一
層
自
分
を
高

め
よ
う
と
決
意
す
る
機
会
と

も
な
り
ま
し
た
。
今
後
も
高

校
時
代
に
誓
っ
た
志
を
忘
れ

ず
に
前
に
進
み
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。

�

小
川　

紗
智

⑶

六
十
八
回
生
同
窓
会
を
終
え
て

2017（第69回卒業生）入試結果
国立大学

大　　学 現 浪 計
筑 波 大 1 1
千 葉 大 1 1
電 気 通 信 大 2 2
東 京 大 1 1
東 京 学 芸 大 1 1
金 沢 大 1 1
信 州 大 1 1
静 岡 大 2 2 4
滋 賀 大 1 1
京 都 大 5 1 6
大 阪 大 3 1 4
神 戸 大 3 3
島 根 大 1 1 2
岡 山 大 2 2
広 島 大 9 9
山 口 大 7 7
徳 島 大 1 1
香 川 大 2 2
愛 媛 大 2 2
高 知 大 3 3
九 州 工 業 大 4 4
九 州 大 21 2 23
福 岡 教 育 大 5 5
佐 賀 大 7 7
長 崎 大 28 1 29
熊 本 大 19 3 22
大 分 大 7 1 8
宮 崎 大 1 1
鹿 児 島 大 3 3
琉 球 大 5 5
国立大学　合計 149 12 161

準大学
大　学　校 現 浪 計

防 衛 大 学 校 2 2
職業能開大学校 1 1
準 大 学 合 計 3 3

短期大学
短期大学 現 浪 計

長 崎 女 子 短 1 1
精 華 女 子 短 1 1
そ の 他 2 2
短期大学合計 4 4

公立大学
大　　学 現 浪 計

高 崎 経 済 大 1 1
前 橋 工 科 大 1 1
首 都 大 東 京 2 2
都 留 文 科 大 3 3
名古屋市立大 1 1
京 都 府 立 大 1 1
大 阪 市 立 大 1 1
大 阪 府 立 大 1 1
山口東京理科大 1 1
尾 道 市 立 大 1 1
福 山 市 立 大 1 1
下 関 市 立 大 4 4
高 知 工 科 大 1 1
北九州市立大 3 3
福 岡 女 子 大 1 1
長 崎 県 立 大 17 17
熊 本 県 立 大 3 3
大分県立看護科学大 1 1
宮崎県立看護大 1 1
公立大学合計 45 0 45

国公立大学合計 194 12 206

国立大学医学部医学科
大　　学 現 浪 計

長 崎 大 3 3

私立大学
大　　学 現 浪 計

自 治 医 科 大 1 1
学 習 院 大 1 1
慶 應 義 塾 大 1 1
芝 浦 工 業 大 1 1
上 智 大 1 2 3
中 央 大 1 2 3
津 田 塾 大 2 2 4
東 京 理 科 大 2 2
日 本 大 1 1
法 政 大 2 1 3
明 治 大 5 5
立 教 大 2 2
早 稲 田 大 1 2 3
関 西 学 院 大 3 3
近 畿 大 2 1 3
同 志 社 大 1 3 4
立 命 館 大 4 3 7
西 南 学 院 大 11 4 15
福 岡 大 31 2 33
活 水 女 子 大 10 10
長 崎 純 心 大 9 9
長崎外国語大 2 2
長崎総合科学大 2 2
長 崎 国 際 大 5 1 6
立命館アジア大 1 1
そ の 他 65 6 71
私立大学合計 161 35 196

部　活　動
１．部活動の入部状況
　在籍者に対する学年別入部率（％） 平成29年５月

１年 ２年 ３年 全学年

在 籍 数 283 278 271 822

体 育 部 192  （68％） 186  （67％） 183  （68％） 561  （68％）

文 化 部  97  （34％）  79  （28％）  73  （27％） 249  （30％）

計 289  （102％） 265  （95％） 256  （94％） 810  （99％）

２．部員数及び活動状況（平成29年度）
　体育部

部・同好会名 部員数 活動状況及び主な成績

陸 上 63

（団）　 �全国高校駅伝女子10位、県新人駅伝女子準優勝、高総体（団
体総合）女子６位、男子10位

（個男）高総体４×100ｍＲ１位、棒高跳３位、走幅跳４位、400ｍ８位
　　　 �新人戦団体４位、個人４×100ｍＲ１位、走幅跳１位、200ｍ

２位、棒高跳２位、100ｍ５位・７位、400ｍ５位ほか
（個女）�高総体100ｍ１位、４×400ｍＲ３位、800ｍ５位、1500ｍ５位・

９位・10位、3000m２位・４位・８位
　　　 �新人戦団体６位、個人3000ｍ２位・７位、４×400ｍR３位、

走幅跳３位、三段跳４位・８位、４×100ｍR４位、100ｍ５位・
７位、200ｍ５位、1500ｍ６位、800ｍ７位、400ｍH７位

野 球 44
NHK杯高校野球中地区予選３位、NHK杯高校野球県大会ベスト８、
全国高校野球選手権長崎大会３回戦敗退、九州地区高校野球選手権長
崎大会３回戦敗退

ソフトテニス
男 子 ９ 高総体団体２回戦敗退、個人４回戦敗退、県新人戦団体１回戦敗退

ソフトテニス
女 子 12 高総体団体２回戦敗退、個人５回戦敗退、県新人戦団体２回戦敗退、

個人ベスト32

テ ニ ス 男 子 19 高総体団体１回戦敗退、シングルス５回戦敗退、ダブルス３回戦敗退、
県新人戦団体１回戦敗退

テ ニ ス 女 子 25

高総体団体２回戦敗退、シングルスベスト16、ダブルスベスト16、県
新人戦団体３位、シングルスベスト32、ダブルスベスト８・16、全国
選抜大会県予選団体３位、学年別大会２年ダブルス準優勝・ベスト８、
２年シングルス５位、県冬季戦シングルス優勝、ダブルス３位・ベス
ト８、中地区新人戦ダブルス準優勝・ベスト８

バ レ ー 男 子 24 高総体ベスト８、県新人戦ベスト８
バ レ ー 女 子 23 高総体２回戦敗退、県新人戦１回戦敗退
バ ス ケ ッ ト
男 子 29 高総体３回戦敗退、県新人戦ベスト８

バ ス ケ ッ ト
女 子 31 高総体２回戦敗退、県新人戦ベスト16

卓 球 男 子 21 高総体団体１回戦敗退、シングルス３回戦敗退、ダブルス１回戦敗退、
県新人戦団体２回戦敗退

卓 球 女 子 13 高総体団体１回戦敗退、シングルス、ダブルス３回戦敗退、県新人戦
団体ベスト16、シングルス32

剣 道 男 子 14 高総体団体１次リーグ敗退、個人３回戦敗退、県新人戦団体予選リーグ
敗退、個人２回戦敗退

剣 道 女 子 ５ 高総体団体１次リーグ敗退、個人３回戦敗退、県新人戦団体予選リーグ
敗退、個人２回戦敗退

柔 道 ５ 高総体団体予選リーグ敗退、個人３回戦敗退、県新人戦個人２回戦敗退
弓 道 男 子 29 高総体団体１次予選敗退、県新人戦予選敗退
弓 道 女 子 29 高総体団体２次予選敗退、県新人戦予選敗退
バドミントン
男 子 21 高総体団体２回戦敗退、シングルス３回戦敗退、ダブルス２回戦敗退、

県新人戦団体２回戦敗退、シングルス２回戦敗退、ダブルス１回戦敗退
バドミントン
女 子 20 高総体団体２回戦敗退、個人シングルス、ダブルス３回戦敗退、地区

新人戦団体２回戦敗退

ラ グ ビ ー 18
高総体２回戦敗退、全国高等学校ラグビーフットボール大会県大会１
回戦敗退、県新人戦予選リーグ敗退、全国Ｕ18合同チーム東西対抗戦
出場（大倉一響）

フェンシング 16
高総体男子団体１回戦敗退、男子エペ１位・３位・５位、男子サーブ
ル２位・４位・５位、女子エペ７位、県新人戦男子団体エペ１位、男
子フルーレ２回戦敗退、女子フルーレ２回戦敗退

サ ッ カ ー 47 高総体３回戦敗退、全国高校サッカー選手権大会長崎県大会中地区予
選 予選敗退、県新人戦地区予選敗退

ソフトボール 16 高総体１回戦敗退、県新人戦１回戦敗退

水 泳 同 好 会 12
高総体個人（男子1500m自６位・８位など、女子200mバタ３位、
200m個メドレー４位など）、県新人戦個人（男子50mバタ４位、
400m自５位、100mバタ６位、女子50m自３位、50mバタ４位、50m
背５位、100m背６位など）

応 援 16 各大会や学校行事等における応援活動

　文化部

部・同好会名 部員数 活動状況及び主な成績
写 真 32 長崎県高等学校総合文化祭県写真展最優秀賞１名、優秀賞３名、優良賞１名

茶 道 16 長崎市民茶会、知足会（表千家研修会）への参加、緑陰茶会・文化祭・
合同文化祭においてお手前披露など

美術・イラスト 18 長崎県高総文祭　絵画部門・工芸部門優良賞、文化祭・合同文化祭など
での展示

吹 奏 楽 36 長崎県吹奏楽コンクール銀賞、長崎県アンサンブルコンテスト管打７重奏銀賞

科 学 11 長崎県高等学校総文祭科学研究発表会総合司会、文化祭・合同文化祭で
の発表など

パ ソ コ ン 11 県高総体のＨＰ作成、体育大会集計作業、文化祭・合同文化祭での自作
ソフトの展示など

新 聞 ２ 文化祭などでの展示
英 語 ９ 文化祭・合同文化祭での展示、スピーチコンテストへの応募など
ギター・マンドリン 50 文化祭、合同文化祭での発表など
文 学 ４ 全国高等学校総合文化祭散文部門参加、文化祭・合同文化祭での展示
演 劇 ５ 自主公演、文化祭・合同文化祭での発表

放 送 18
ＮＨＫ全国放送コンテスト長崎県大会アナウンス部門優良賞、九州高校放送
コンテスト長崎県大会アナウンス部門優秀賞・優良賞、朗読部門優秀賞、九
州高校放送コンテスト九州大会アナウンス部門・朗読部門優良賞

コ ー ラ ス 11 九州合唱コンクール県予選金賞、九州合唱コンクール銅賞
図 書 14 ライブラリーフェスティバル県央地区大会 広報紙コンクール優秀賞

書 道 16 長崎県高等学校文化連盟書道部門揮毫大会優秀賞２名、九州高等学校文化
祭揮毫大会奨励賞、長崎県高等学校総合文化祭書道展特別賞・新人賞２名

医療系専門学校
嬉 野 医 療 附 看 護 4
長 崎 医 師 会 看 護 6
別 府 医 療 附 看 護 2
そ の 他 13
医療系専門学校計 25

就職
諫 早 市 役 所 2
合 計 2
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ら
れ
な
い
私
だ
っ
た
。
私
が

卒
業
し
て
四
十
年
の
月
日
が

流
れ
て
も
、
こ
こ
に
当
た
り

前
に
「
母
校
」
が
あ
る
。
こ

の
風
景
が
、
こ
こ
を
巣
立
っ

た
全
日
・
定
時
制
の
卒
業
生

の
記
憶
の
中
で
繋
が
っ
て
い

る
こ
と
を
思
う
と
、
感
慨
深

い
。
故
郷
を
離
れ
た
仲
間
に

と
っ
て
は
、
更
に
格
別
な
思

い
が
あ
る
に
違
い
な
い
。

　

こ
の
緑
の
木
々
達
が
、
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
、
こ
こ
に

集
う
後
輩
達
を
そ
よ
そ
よ
と

見
守
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願

う
。

⑷

お
礼
―

都
大
路
を
終
え
て

平
成
二
十
九
年
度
全
国
高
等
学
校

駅
伝
競
走
大
会
出
場
に
際
し
て

　

昨
年
、
十
二
月
二
十
四
日

に
京
都
で
行
わ
れ
た
全
国
高

校
駅
伝
大
会
で
は
た
く
さ
ん

の
方
々
か
ら
熱
い
ご
声
援
、

ご
支
援
を
頂
き
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
で
は
一
区
森
林
が

六
位
で
た
す
き
を
渡
し
、
二

区
、
三
区
は
一
年
生
ル
ー

キ
ー
弟
子
丸
、
大
原
が
一
区

の
流
れ
を
引
き
継
ぎ
八
位
で

二
年
生
の
四
区
平
岡
に
た
す

き
を
繋
ぎ
ま
し
た
。
平
岡
は

去
年
の
悔
し
さ
も
あ
り
、
都

大
路
で
の
借
り
は
都
大
路
で

返
す
と
い
う
思
い
で
粘
り
八

位
で
三
年
生
の
岡
本
へ
た
す

き
リ
レ
ー
し
ま
し
た
。
三
年

　

今
回
の
会
報
に
お
き
ま
し

て
、
本
校
の
現
況
や
各
回
・

支
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
原
稿
執
筆
や
情
報
提
供

を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様

方
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
本
年

度
も
様
々
な
学
校
行
事
の
開

催
に
あ
た
り
、
同
窓
会
生
の

方
々
を
は
じ
め
、
地
域
の

方
々
な
ど
非
常
に
多
く
の
方

に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
も
本
校
の

長
き
伝
統
の
新
た
な
担
い
手

と
な
る
諫
早
高
校
第
七
十
二

回
生
、
附
属
中
学
校
第
七
回

生
が
入
学
し
ま
し
た
。
県
高

校
駅
伝
で
は
二
十
二
連
覇
の

実
績
を
残
し
た
松
元
監
督
の

あ
と
を
引
き
継
い
だ
藤
永
新

監
督
の
も
と
、
陸
上
競
技
部

女
子
が
二
十
三
連
覇
と
い
う

偉
業
を
達
成
し
、
全
国
大
会

で
十
位
と
い
う
素
晴
ら
し
い

走
り
を
見
せ
、
本
校
を
活
気

づ
け
ま
し
た
。「
文
武
両
道
」

の
校
是
の
も
と
、
来
年
度
も

本
校
の
さ
ら
な
る
躍
進
の
た

め
今
後
も
教
職
員
一
同
、
一

枚
岩
と
な
っ
て
、
努
め
て
参

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
最
後

に
な
り
ま
す
が
、
同
窓
会
会

報
を
ご
一
読
い
た
だ
き
、
母

校
に
思
い
を
寄
せ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

諫
早
高
校
定
時
制
に
勤
務

し
て
三
年
目
に
な
る
。
勤
務

前
、
諫
早
公
園
、
城
山
公
園
、

御
書
院
周
辺
を
散
歩
す
る
こ

と
が
あ
る
（
ラ
ン
ニ
ン
グ
と

い
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
）。

改
め
て
、
諫
早
高
校
は
緑
に

囲
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
る
。「
青
葉
の
街
に

母
校
あ
り
…
…
」
と
、
当
時

お
ら
れ
た
長
沼
先
生
の
額
の

あ
た
り
か
ら
響
い
て
く
る
歌

声
が
聞
こ
え
て
く
る
よ
う

だ
。

　

御
書
院
は
、
記
憶
で
は
、

も
っ
と
こ
ん
も
り
低
木
が

茂
っ
て
い
た
。「
心
字
池
」

と
名
前
が
あ
る
こ
と
は
全
く

知
ら
な
か
っ
た
。鴨
・
鯉
・
亀
・

す
っ
ぽ
ん
・
ナ
マ
ズ
な
ど
沢

山
の
生
き
物
の
住
処
に
な
っ

て
い
る
。
諫
早
公
園
頂
上
の

陸
上
部
女
子
主
将

�

森
　
林
　
未
　
来荒

　
木
　
晴
　
子
（
二
十
九
回
生
）

鳥
　
巣
　
　
　
晋
（
四
十
九
回
生
）

生
最
後
の
都
大
路
と
な
る
岡

本
に
と
っ
て
は
、
ど
う
し
て

も
八
位
入
賞
を
果
た
し
た
い

と
い
う
思
い
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。
岡
本
は
足
の
怪
我
で

痛
み
を
抱
え
な
が
ら
も
全
力

で
駆
け
抜
け
、
最
後
は
意
地

の
走
り
で
十
位
で
ゴ
ー
ル
し

ま
し
た
。
目
標
で
あ
っ
た
八

位
入
賞
に
は
一
歩
届
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
最
後
ま
で
あ
き

ら
め
な
い
自
分
た
ち
ら
し
い

走
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
回
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

の
は
、
男
子
二
名
の
存
在
で

す
。
日
々
の
練
習
で
男
子
が

レ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
て
く

れ
た
り
、
き
つ
い
時
に
声
を

か
け
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
私

た
ち
は
こ
の
舞
台
で
力
を
発

揮
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
に

支
え
ら
れ
、
諫
早
高
校
陸
上

部
全
員
で
勝
ち
取
っ
た
十
位

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
新
チ
ー
ム
に

な
り
ま
す
が
、
今
回
感
じ
た

悔
し
さ
や
レ
ー
ス
に
対
す
る

思
い
を
忘
れ
ず
、
更
に
上
を

目
指
し
て
日
々
の
練
習
に
取

り
組
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
で

す
。

編 

集 

後 

記

シ
リ
ー
ズ
「
お
し
ど
り
の
池
」⑮

風
に
つ
つ
ま
れ
て

生
徒
の
姿
か
ら

　

今
年
度
の
四
月
よ
り
諫
早

高
等
学
校
附
属
中
学
校
に
赴

任
し
た
。
中
学
校
教
員
と
し

て
の
採
用
だ
っ
た
の
で
、
ま

さ
か
高
校
の
母
校
で
勤
務
を

す
る
と
は
思
っ
て
も
い
な

か
っ
た
の
で
驚
い
て
い
る
と

同
時
に
う
れ
し
さ
が
あ
る
。

中
高
一
貫
校
と
い
う
こ
と

で
、
高
校
生
の
指
導
に
も
携

わ
っ
て
い
る
が
、
本
当
に
良

く
頑
張
る
生
徒
が
多
い
。

　

部
活
動
で
は
、
中
高
の
陸

大
楠
、
こ
ん
な
に
大
き
い
と

は
…
…
。
何
年
生
の
頃
か
忘

れ
た
が
、
午
後
の
陽
気
に
つ

つ
ま
れ
、
窓
か
ら
見
え
る
頂

上
付
近
の
つ
つ
じ
の
美
し
さ

に
う
っ
と
り
し
て
い
た
日
々

を
思
い
出
す
。残
念
な
が
ら
、

今
は
周
り
の
木
々
が
大
き
く

な
っ
て
、
そ
の
景
色
は
見
ら

れ
な
い
よ
う
だ
。
上
山
公
園

と
い
え
ば
「
愛
宕
の
階
段
」。

部
活
動
で
、
お
尻
と
足
が
重

た
く
て
、
み
ん
な
の
後
を

オ
ッ
チ
ラ
オ
ッ
チ
ラ
と
登
っ

た
の
を
思
い
出
す
。
先
日
数

え
た
ら
二
百
六
十
七
段
あ
っ

た
。

　

自
分
が
何
回
生
か
も
答
え

上
競
技
部
の
指
導
に
あ
た
っ

て
い
る
。
諫
早
高
校
陸
上
部

と
い
え
ば
「
駅
伝
」
と
い
う

く
ら
い
長
距
離
は
有
名
だ

が
、
私
が
担
当
し
て
い
る
の

は
短
距
離
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ブ

ロ
ッ
ク
。
毎
日
黙
々
と
練
習

に
打
ち
込
ん
で
い
る
生
徒
を

見
る
の
が
、
私
の
楽
し
み
で

も
あ
る
。
日
々
成
長
を
続
け

る
生
徒
を
見
る
と
自
分
自
身

も
成
長
を
し
な
い
と
い
け
な

い
な
と
強
く
感
じ
る
。
私
が

大
事
に
し
て
い
る
言
葉
「
自

分
を
成
長
さ
せ
る
責
任
」。

頑
張
る
生
徒
の
姿
か
ら
、
こ

の
言
葉
が
さ
ら
に
自
分
自
身

に
響
い
て
く
る
。
自
分
を
成

長
さ
せ
る
責
任
か
ら
逃
げ
る

こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
教

員
生
活
も
成
長
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
。

　

平
成
二
十
九
年
七
月
一
日

㈯
、
諫
早
観
光
ホ
テ
ル
道
具

屋
に
お
い
て
、
平
成
二
十
九

年
度
の
同
窓
会
総
会
な
ら
び

に
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

総
会
で
は
、
ま
ず
池
田
光

利
会
長
の
あ
い
さ
つ
と
荒
木

典
子
校
長
に
よ
る
学
校
の
現

況
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
前
年
度
の
事
業

と
決
算
報
告
、
本
年
度
の
事

業
計
画
と
予
算
の
審
議
が
行

わ
れ
、
議
案
は
す
べ
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
例
年
は
講
演

が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

会
員
の
方
々
か
ら
、
現
在
、

頑
張
っ
て
い
る
生
の
諫
高
生

の
姿
を
見
た
い
と
い
う
声
が

あ
り
、
今
年
度
は
ギ
タ
ー
・

マ
ン
ド
リ
ン
部
の
演
奏
と

コ
ー
ラ
ス
部
の
合
唱
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
活
気
あ
ふ
れ

る
現
役
諫
高
生
の
素
晴
ら
し

い
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
、
ア
ン

コ
ー
ル
の
声
が
止
ま
な
い
程

の
盛
り
上
が
り
の
中
、
総
会

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

今
年
の
懇
親
会
で
は
、
諫

高
野
球
部
が
甲
子
園
出
場
を

果
た
し
た
際
の
報
道
を
ま
と

め
た
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
が
流

さ
れ
、
往
時
の
感
動
が
時
を

越
え
て
蘇
り
ま
し
た
。
懐
か

し
い
高
校
時
代
を
振
り
返
り

な
が
ら
、
友
と
語
ら
う
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

本
年
度
の
幹
事
は
、
全
日

制
二
十
五
回
、
三
十
五
回
、

四
十
五
回
、
五
十
五
回
生
が

担
当
し
ま
し
た
が
、
最
後
に

二
十
五
回
生
よ
り
校
旗
を
引

き
継
い
だ
二
十
六
回
生
代
表

が
来
年
の
盛
会
を
誓
い
、
同

窓
会
総
会
な
ら
び
に
懇
親
会

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
ご

参
加
頂
い
た
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回

の
ご
参
加
も
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
の
報
告


